
 

  
      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

29号 
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ふれあい視察研修会 

・９月３０日(金)  

・栃木県防災館（宇都宮） 

地震、火災、大雨、いざという時にどの

ように行動しますか？ 

自然災害を擬似体験 

ができる施設です。 

精神保健福祉フォーラム 

ｉｎ水戸 

・１０月４日（火） 

・茨城県立県民文化センター 

「精神障害」や「心の健康」について一緒

に考え、「心のバリアフリー」を広げていき

ましょう。 

 

第８回ふれあいフリーマーケット開催 

と き  １０月２９日（土）８:３０～１４:００ 

ところ  古河福祉の森会館 ホール及び玄関周辺 

７０ブースの出店を予定しています。いろんなお店をまわって買い物したり

カレーを食べたり、時にはゆっくりと音楽を聴いたりして楽しい時間を過ご

しませんか。たくさんの方の来場をお待ちしています。 

 

ファームで収穫される野菜は、ほっと Café の店頭 

で販売されています。時には野菜を使った料理のレシ 

ピをつけたりしています。朝採りの新鮮 

な野菜は、常連のお客さんはもちろん、 

たまたま福祉の森に来て通りかかったお 

客さんにもとても好評です。 

 

ファーム便り 

精神障害あるある川柳 募集！！ 

１０月２８日（金）三重県総合文化センターで行われる『お笑いこころサミット』では、精神障害

あるある川柳を募集しています。作品を応募してみませんか。古河でも講演会をした松本ハウスの

トーク＆ライブの後、フィナーレで最優秀賞が発表されます。 

応募はハガキで   

〒514-0033三重県津市丸之内 6-8 NPO法人ピアサポートみえ ９/３０当日消印有効 

お知らせ 

フリマに遊びにきてニャ～ 



 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

平成２８年７月１６日（土）平成２７年度 第２回管理職研修会 

 

今回は茨城県管理職研修会の第 1部の講演会に参加してきました。 

 谷講師には医療観察法の概論とその制度の中でコーディネーターとしての役割を果たす社会復帰調整官について

の講演を聞きました。 

医療観察法とは「心神喪失・心神耗弱の状態で、重大な他害行為を行った人の社会復帰を促進するための制度」

であり、社会復帰調整官とはこの制度の対象者に最初から関わり、関係機関の連携を確保し、その人の社会復帰を

支援する専門家です。 

 岡野講師からは地域生活定着促進事業についての講演がなされました。 

 地域生活定着促進事業とは、罪を犯した人々のうち高齢・障碍により自立が困難で福祉的支援の検討を要する

人々に対して、市町村や円滑な福祉サービスに繋げられるよう関係機関との調整（コーディネート業務）、対象者の

状況確認、受け入れ先となった施設等に対する支援内容の助言（フォローアップ業務）、また相談支援を行うもので

す。 

 これらの事業や施設が必要とされた背景には矯正施設に入る受刑者のうち知的障碍者や高齢者などが約 30％を

占め、これらの人々に対して福祉的なサービスを受けられるように調整を円滑に行うための司法・福祉の連携強化が

求められたためです。 

 今回、講演会で話を聞いて特に関心を持ったのが、矯正施設に入る人々の割合や知能指数の低い人々が矯正施

設に入る率が高いという点でした。また、そのような社会的弱者を守るためにいろいろな制度が作られていることを学

べました。私もふれあいで働くことによって少しでもその役割を果たせたらと思います。          （支援員 M）                          

平成２８年８月３日（水）第 1回 高次脳機能障害支援従事者研修会（相談員研修） 

 
 

◆心身喪失等の状態で重大な他害行為を行った者の医療及び観察等に関する法律におけ

る処遇について        法務省 水戸保護観察所 統括社会復帰調整官 谷美祐紀 

◆地域生活定着促進事業について  茨城県地域生活定着支援センター 相談員 岡野嘉一 

 

研修 

報告 

NPO法人ふれあい 

2 

古河市障害者相談員の一員として初めて参加させていただいた今回の研修では、近年各施設で相談や利用が増

えている「高次脳機能障害」の方が利用できる社会制度について学んできた。 

本講演内容は障害年金に特化している社会保険労務士の方に、高次脳機能障害とはどういったものなのか？ ど

ういった社会制度があるのか？ また各種手続きの仕方などを細かく丁寧に解説していただいた。 

障害をもった方が治療やリハビリに専念できるように、障害年金の問題は切実である。とても内容の濃い、有意義

な講演であった。                                                     （支援員 Y）                   

◆「社会保険労務士が解説する高次脳機能障害が利用できる社会制度」 

社会保険労務士 田口英子氏 

研修 

報告 

理事会報告  

 日 時                      主 な 内 容 

７月１２日（火） ふれあいの運営状況     

平成２８年度事業計画の確認、情報交換 

８月１８日（木） ふれあいの運営について      

平成２８年度事業計画の確認、障がい者を取り巻く環境変化について 
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７月21日（木） 

カラオケ 

に行きました！！ 

 

地域活動支援センター ふれあい 

 

 

 

 料理教室 

 

冷し中華 

中華風サラダ 

①全体が少ない人数になってことについて 

・ちょうど良いと思う／・まとまりがあっ

て良い、スムーズに進行する／・少ない人

数の方が良い 

②さらにグループ分けしたことについて 

・作業は増えたがその分覚えられて良いと

思う／・楽しかった 

MENU MENU 
料理教室が変わりました 

以前の人数ではなかなか丁寧に教えることが

できなかったため、人数半数にして Aと Bの２

つのグル―プにしました。 

６月は A、７月は B グループで料理教室を行い

ました。 

少ない人数でひ 

とりがちゃんと 

料理が出来るよ 

うに、さらに３ 

～４人のグルー 

プに分けしまし 

た。 

感想 

3 

ほっと café の９月

のご案内です。 

野菜たっぷりのメニ

ューをたくさん揃え

ました。ご来店お待

ちしています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行日 2016 年 8 月   特定非営利活動法人ふれあい 
〠306-0044 茨城県古河市新久田２７１－１福祉の森会館内 
☎／fax0280-48-5878   e-mail info@fureai-net.org   http://fureai-net.org 

４ 

 

日ごとに暑さが増す夏。 

ふれあいの図工の時間では夏野菜の暑中見舞

いと、 

クリアカップを使った風鈴を作りました。 

図図工工のの時時間間  

絵絵手手紙紙をを書書くく様様子子  

風風鈴鈴作作りり  

夏夏野野菜菜  

mailto:info@fureai-net.org

